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石井 健リーダー（招へい）

今井由美子リーダー安居輝人リーダー

河原 正浩リーダー

國澤純リーダー

所内連携 アカデミア

企業
国立研究所

大阪大学、神戸大学、
大阪府立大学、
大阪市立大学など
連携大学院や連携協定

東大医科研（合同セミナー）

霊長類医科学研究センター
創薬デザイン研究センター
薬用植物資源研究センター
難治性疾患研究開発・支援センター
健康・栄養研究所など
AI健康・医薬研究センター 2



各プロジェクトの成果概略
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ワクチンマテリアルプロジェクトの研究成果概要ワクチンマテリアルプロジェクトの研究成果概要

細菌性食中毒（AMED新興・再興感染症など）

1. 病原性大腸菌毒素（志賀毒素）とウェルシュ菌毒素に対する多価ワクチンの開発
（BIKEN財団と共同、動物モデルでのPOC取得済み、現在、製造方法検証中）

2. 細菌性食中毒の原因菌（カンピロバクター、サルモネラなど）や原因毒素（志賀毒素、
ウェルシュ菌毒素、コレラ毒素など）に対する抗体ライブラリの樹立
→ワクチンデザイン、抗体創薬、診断システムに応用。BIKEN財団と共同研究

腸内細菌機能を用いたアジュバント、マイクロバイオーム創薬

1. アルカリゲネスリピドAを用いたアジュバント開発（AMED創薬基盤など）
経鼻肺炎球菌ワクチンとしての有効性評価（論文2報発表。現在、ウイルス用ワクチン
アジュバントとしての可能性を製薬メーカーと共同研究中（知財はBIKEN財団と共同）

食事性脂質を起点に産生される免疫制御機能を持つ脂質代謝物

1. オメガ６脂肪酸由来代謝物による腸管IgA産生増強（論文発表）
2. 抗アレルギー、抗炎症活性を持つ脂質代謝物の同定（論文5報発表）（AMED

免疫アレルギーなど）
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組織内共生細菌アルカリゲネスのLPSを用いたアジュバント開発組織内共生細菌アルカリゲネスのLPSを用いたアジュバント開発

構造解析と全合成に成功（大阪大学
理学研究科・深瀬浩一教授らのグ
ループとの共同研究）
PCT/JP2018/2120（BIKEN財団と
の共願）

BIKEN財団を介して他の製薬
メーカーに提供し、実用化に向
けた共同研究体制を検討中

Yoshi K et al, Microorganisms (2020)
Wang Y et al, Vaccines (2020) 5
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各組織における脂質代謝と抗アレルギー・炎症・免疫制御活性各組織における脂質代謝と抗アレルギー・炎症・免疫制御活性

現在、複数の製薬メーカー、食品メーカー、化学メーカーと共同研究中 6

保富センター長との共同研究



”ウイルス・宿主相互作用”

ヒストン修飾
(ChIP-seq)

遺伝子発現等

染色体3D構造
(Hi-C)

オープンクロマチン構造
(ATAC-seq)

ウイルス複製・免疫応答

ウイルス

核内ネットワーク

軽症 重症中等症

感染病態制御ワクチンPJ①
インフルエンザ重症化阻止薬開発への基盤情報取得

インフルエンザのウイルス・宿主オミクスネットワーク
ー宿主クロマチン4D応答機構の解明ー

報告中：”インフルエンザウイルス
によるクロマチン4D応答における
ヒストンメチル化酵素の役割”

iScience under revision
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感染病態制御ワクチンPJ②
新型コロナウイルス感染症(COVID-19)の治療薬開発への展開

• 新型コロナウイルス受容体ACE2と同じ機能
を持つ微生物酵素B38-CAPに心不全・呼吸
不全改善効果のあることを発見
Nature Communications. 11(1):1058. 
2020

• 微生物酵素B38-CAPにCOVID-19の治療効
果のあることを発見（報告中）
Nature Communications  under   
revision

久場教授（秋田大）・保冨センター長・鎌田PL, 
永田PL、他との共同研究

SARS-CoV2に対して抗ウイルス効果を持つ
候補化合物に関する研究進行中
塩野義製薬・北大との共同研究

SIP:AIホスピタルによる高度診断・治

療システム 「新型コロナウイルス感
染症の治療薬・ワクチン開発に資する
データ連携基盤の構築」 研究遂行中

• プレスリリースで紹介(2020年6月）
• AIホスピタルによる高度診断・治療

システムによる動画（日本語・英
語）で紹介(2020年8月）

• SIP：AIホスピタルシンポジウムで
発表(2020年10月）

SARS-CoV2に対して抗ウイルス効
果を持つ核酸薬に関する研究進行中

笠原サブPL他との共同研究
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第3世代抗体クローン単離法の応用

免疫バイオロジクスプロジェクト①（抗体医薬品シーズ探索）免疫バイオロジクスプロジェクト①（抗体医薬品シーズ探索）

ヒト末梢血単核球
マウスリンパ球

＋抗CD40抗体
＋B細胞活性化剤（３種）
＋T細胞不活性化剤

１４日間
培養

ELISAによる
陽性クローン選別

機能試験による
陽性クローン選別

NGSによる抗体
遺伝子取得

プロテオーム解析
による抗体部分配
列情報取得

抗体クローン
選別

プロテオゲノミクスによる包括的情報獲得

ー全抗体産生細胞活性化を実現
ー抗体機能試験も網羅した機能抗体の早期取得
ーオミックス技術を併用（プロテオゲノミクス）
ーヒトのみならず全動物種で適用可能

適用実例
ヒト抗破傷風毒素中和抗体
ヒト抗HBV HBs中和抗体

特許出願：ヒト抗破傷風毒素抗体（特願2020-089756）
特許出願：新規抗ＨＢｓ抗体（特願2020-127957）

新興・再興感染症への緊急対応ー治療シーズ開発への貢献

プロジェクト研究開発戦略
・ヒト病態理解、ヒト検体利用を基盤と
したバイオ医薬品シーズ探索
・包括的解析
ーゲノミクス（次世代シークエンサー）
プロテオミクス（LC-MS）
・コア技術の独自性向上ー抗体・ワクチ
ン標的探索技術
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感染微生物

miRNA領域

血液

全血
miRNA解析

Donor_name miRNA_name Sequence Length Mapped reads
(Bowtie2 mapping)

Raw reads

ebv-miR-bart9* uacuggacccugaauuggaaac 22 1 13,658,040
ebv-miR-bart19-3p uuuuguuugcuugggaaugcu 21 6 13,658,040

ebv-miR-bart10_-1_5 acauaaccauggaguuggcug 21 1 13,658,040
ebv-miR-bart10 uacauaaccauggaguuggcugu 23 1 13,658,040
ebv-miR-bart9 uaacacuucaugggucccguagu 23 4 19,707,028
ebv-miR-bart8* gucacaaucuauggggucguaga 23 3 19,707,028
ebv-miR-bart8 uacgguuuccuagauuguacag 22 2 19,707,028
ebv-miR-bart7 caucauaguccaguguccaggg 22 6 19,707,028

ebv-miR-bart6-3p cggggaucggacuagccuuaga 22 8 19,707,028
ebv-miR-bart22 uuacaaagucauggucuaguagu 23 10 19,707,028

ebv-miR-bart21-5p ucacuagugaaggcaacuaac 21 1 19,707,028
ebv-miR-bart19-3p uuuuguuugcuugggaaugcu 21 13 19,707,028
ebv-miR-bart17-5p uaagaggacgcaggcauacaag 22 3 19,707,028
ebv-miR-bart17-3p uguaugccugguguccccuuagu 23 2 19,707,028

ebv-miR-bart16 uuagauagagugggugugugcucu 24 33 19,707,028
ebv-miR-bart1-5p ucuuaguggaagugacgugcugug 24 90 19,707,028
ebv-miR-bart14* uacccuacgcugccgauuuaca 22 3 19,707,028
ebv-miR-bart1-3p uagcaccgcuauccacuauguc 22 1 19,707,028
ebv-miR-bart13* aaccggcucguggcucguacag 22 9 19,707,028

ebv-miR-bart11-5p ucagacaguuuggugcgcuaguug 24 4 19,707,028
ebv-miR-bart10_-1_5 acauaaccauggaguuggcug 21 9 19,707,028

ebv-miR-bart10 uacauaaccauggaguuggcugu 23 9 19,707,028
ebv-miR-bart1 ucuuaguggaagugacgugcugug 24 90 19,707,028

154

489

リ
ー
ド
数

/1
07 10x102

5 x102

HSV1 HSV2 VZV EBV CMV HHV6B

EBV miRNA
ヒト血液・臍帯血miRNAseqによる微生物感染動態の検出

・感染部位に依存しない微生物感染検出
・感染ウインドウ時期を考慮しない
・miRNA検出数による感染微生物活性化
・感染微生物種特異的miRNAの感染診断
マーカー利用

・先天性感染症診断等、臍帯血への応用

免疫バイオロジクスプロジェクト②（感染微生物検出法開発）免疫バイオロジクスプロジェクト②（感染微生物検出法開発）

健常人２例における
持続感染ウイルスmiRNA検出
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細胞ワクチンP（人工受容体の合理的設計）

STAT3

JAK

STAT5

JAK

PI3KSHP-2
N
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Y
L
P
L

天然型受容体
(c-Mpl)

シグナル伝達分子の
機能解析

hematopoietic 
stem cell

?STAT5
STAT3 ? trans-

plantation

天然型受容体を超える
効率的な細胞運命制御

Ligand

Receptor

STAT5

JAK JAK JAK JAK

STAT3
STAT5

Single chain 
Fv

Tyrosine
motif

人工受容体

Antigen
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モックアップワクチン プロジェクト
PL:石井健（東大医科研兼務）

– 緊急感染症対策としてのモックアップ（模擬）ワクチン
の開発研究

• SARS-CoV2に対するLNP-ｍRNAワクチン

– 東大医科研及び第一三共との共同開発（第一三共との共同出願あり）

» MERSウイルス、ジカ熱ウイルスに加え、HPV,SARS-CoV2に対するワク
チンのプロトタイプを開発。R2年にはCOVID-19に対するワクチン開発
を推進

• SARS-CoV2に対するアジュバント開発

– 薬用植物研究センター河原センター長との共同研究

» 漢方熱水抽出物のアジュバント効果のスクリーニングにていくつか
の候補を機械学習を用いて同定。インフルエンザ、COVID-19に対す
るワクチン開発へ

• SARS-CoV2に対する抗体医薬開発

– CVAR感染制御プロジェクトの安居輝人リーダーとの共同研究にてSARS-
CoV2に対するモノクローナル抗体を開発。COVID-19に対する予防、治療

用抗体医薬開発へむけて知財、論文、導出準備中。動物からの同様の
モノクローナル抗体も取得し診断薬開発へ
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センターとしてのアウトリーチ活動
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モックアップワクチン プロジェクト（Ｒ２)
PL:石井健（東大医科研兼務）

– アウトリーチ活動
• COVID-19関連のワクチン開発研究、行政に関する発信；ワクチン安全

性を最優先する急がば回れの開発の必要性を啓発。
– NHK「ニュース７」、「ニュースウォッチ９」、ラジオ・BSの定時ニュースなど （6月30

日、7月1日、22日、24日、9月9日、10日等）

– 日経BP（7月31日、9月11日

– Nikkei Asia（9月30日）

– 読売新聞（6月7日、9月29日）

– 朝日新聞（8月22日、9月5日、30日）

– 日経新聞（9月10日、１５日、2５日）

– 毎日新聞（4月5日、9月5日、30日、10月13日）

NHK World の番組にて
（ COVID-19: The True Value of Vaccines September 22, 2020） 14



健常人を対象とした生活環境とマイクロバイオームに関する研究
＠医薬基盤・健康・栄養研究所（NIBIOHN）

健常人を対象とした生活環境とマイクロバイオームに関する研究
＠医薬基盤・健康・栄養研究所（NIBIOHN）
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日本各地にお住まいの方の
生活習慣や健康診断情報

NIBIOHNの
コホート研究

生理指標生活習慣

食事（＋BDHQによる
各栄養素摂取情報）、

睡眠、運動、服薬、病
歴

健康診断データ（血液
データ、血圧、BMIなど）
身体活動（運動強度など）

統合データベースの作成

(1) 健康診断データ
(2) 疾患情報
(3) 血液（血清、血漿）
(4) 糞便（保存液、凍結）
(5) 唾液（凍結）
(6) 食生活（BDHQなど）
(7) 身体活動量（活動量計）

測定項目

マイクロバイオーム 生体因子

サイトカイン、抗体
（ワクチン）、など

メタボローム
情報科学を駆使
した最先端解析

遺伝子多型

ゲノムワイド
関連解析
（GWAS）など
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睡眠

食事

運動

血液 便 唾液

服薬

宮地部長、
水口センター長
との共同研究



腸内環境を介した免疫制御・健康科学に関する基礎から社会実装
までの研究が全国的にも注目されています！！

腸内環境を介した免疫制御・健康科学に関する基礎から社会実装
までの研究が全国的にも注目されています！！
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現在、収集済みコホートデータを用いてワクチンに対する免疫応答と関連する

腸内細菌や食事性成分を解析すると共に、新規ワクチンコホートを設立中
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日本発をめざし次世代アジュバント研究会を計13回開催
今年度はWebinarで開催予定！

19


